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研究要旨 

長崎県の離島、対馬における急性期脳梗塞 Drip&Ship において、急性

期脳卒中連携医療連携、すなわち、救急隊による病院前評価プロトコ-

ルと基幹病院との病院間連携プロトコ-ルを連動させて実践することは、

非常に有効であると考えられた。 

 

Ａ．研究目的 

長崎県は日本で最も島が多く、600 近くの島が

存在する。そのうち有人島は 75 島で県の総

面積の約 38%を占め、総人口は約 14 万人（県

人口の約 10%）で、近年は人口の過疎化と超

高齢化が深刻な問題となっている。長崎県に

は 8 つの二次医療圏があり、3 か所の三次救

急医療機関（A 病院、B 病院、C 病院）がある

が、この二次医療圏のうち４つは離島、２つは

僻地である。主な離島となる五島医療圏（面積

約 420 平方キロ、人口約 3 万 5000 人）と対馬

医療圏（面積約 700 平方キロ、人口約 3 万人）

は、それぞれ長崎市から直線距離で約 100 キ

ロと約 150 キロの所にある。離島・僻地にある

基幹病院は、三次救急医療機関と「あじさいネ

ット」という光回線ネットで電子カルテが共有さ

れ、かなり以前から遠隔画像診断システムが

構築されている。また救急ヘリも、昼間運用の

ドクターヘリと県防災ヘリに加えて、夜間や悪

天候時に自衛隊ヘリが利用できるため 24 時間

体制でヘリ搬送が可能である。しかし、このよう

に遠隔医療が比較的整備されている環境にも

かかわらず、rt-PA 静注療法の Drip & Ship の

実施率はこれまで極めて低くかった。今回、対

馬において新たに始動した急性期脳卒中医

療連携について報告する。 

Ｂ．研究方法 

2017 年から D 病院において、急性期脳卒中

医療連携、すなわち救急隊による病院前評価

プロトコ-ルとして Tsushima Stroke Call と、D 病

院と長崎医療センターA 病院間の病院連携と

して対馬病院 D 病院・A 病院連携版超急性期

脳梗塞プロトコ-ルの試験運用が始まった。こ

の２つのプロトコ-ルを連動させることによって

前方連携（病院前）の段階から t-PA 静注まで

一連の流れを作っている。まず救急隊の

Tsushima Stroke Call要請によって脳卒中患者

を効率よくピックアップして、来院から頭部 CT
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撮像や血液検査までのプロセスをスムーズに

する。次に対馬病院D病院・ A病院連携版超

急性期脳梗塞プロトコルで遠隔医療を行なう。

具体的には、A 病院の専門医が転送された頭

部 CT 所見と報告された神経症状をもとにヘリ

搬送を要請するかどうかを決定する。その後、

救急ヘリが到着するまでの時間を利用して頭

MRI を撮像・画像転送して、t-PA 静注適応の

判断・施行をする。同時に、頭 MRA で血管内

治療の適応も判断する。 

C.研究結果 

rt-PA 静注療法のDrip & Ship の実施件数を下

図に示す。2013 年から遠隔画像診断システム

が Synapse Teleradiology になって少々増加し

たが、2017 年から急性期脳卒中医療連携プロ

トコールを開始してから著増した。同時に血栓

回収療法の件数も著増した。 

図：対馬病院 D 病院における Drip & Ship の

実施件数 

 
ほか、急性期脳卒中医療連携プロトコールを

開始してから、来院から画像診断（ＣＴ）までが

10 分前後、来院から治療開始までが 90 分前

後と以前と比較すると大幅な改善が認められ

た。 

Ｄ.考察 

専門医不在の離島・僻地では非専門医が主

役となる。限られた医療資源で効率的な遠隔

医療が実践されなければならない。今回、救

急隊による病院前脳卒中評価プロトコ-ルと病

院連携プロトコールによる前方連携の連動が

非常に有効であることが明らかとなった。また、

専門医が少ない地方の基幹病院では、後方

支援として脳内科・脳外科のシームレスな連携、

専門医の集約化は不可欠であると考えられ

た。 

Ｅ.結論 

長崎県の離島、対馬における急性期脳梗塞

Drip&Ship の現状と脳卒中医療連携を報告し

た。 

 

Ｆ.研究発表 

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

第 44 回日本脳卒中学会 合同シンポジウム

「長崎県・離島における急性期脳卒中医療の

現状と問題点」 横浜、2019 年 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

なし  

3.その他 

なし 

 

 

 

 


